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等
１
し
く
、
産
業
の
地
理
的
観
察
と
称
す
る
も
、
此
の
申
、
最
も
地
理
的
因
子
が
、
強
く
且
つ
広
く
作
用
す
る
も
の
は
、
郷
土
湊
業

で
あ
ろ
う
。
藷
し
、
此
の
部
門
に
於
い
て
は
、
風
土
、
地
彬
等
の
地
理
的
環
境
は
元
よ
り
、
更
ら
に
、
当
該
地
方
住
民
の
民
旅
性
が
、

最
も
明
白
に
表
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
工
場
制
経
営
に
依
る
、
近
代
の
産
業
は
、
そ
の
立
地
要
丙
子
と
し
て
は
、
純
然
た
る
地
理

的
な
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
多
く
、
経
済
的
色
彩
の
濃
厚
な
丙
子
に
支
配
さ
れ
る
処
劣
之
、
従
つ
て
、
是
が
立
地
論
的
研
究
は
、

た
と
い
、
一
般
に
、
産
業
立
地
論
が
経
済
学
と
経
済
地
理
学
と
の
塘
尿
帯
を
占
め
る
と
は
云
え
、
む
し
ろ
、
経
済
学
の
研
究
範
園
に
、

属
す
可
き
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
郷
土
産
業
の
多
く
は
、
ン
、
れ
が
、
家
内
工
業
の
経
営
形
熊
を
探
る
締
果
と
し
て
、
地
理
的
因
子
が
、

二
問
、
極
め
て
強
く
、
作
用
す
る
こ
と
は
、
是
を
看
過
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
経
済
地
理
学
に
所
謂
経
済
景
槻
（
２
¢
ノ
く
ま
己
峯
茅
－

Ｈ
彗
穿
・
一
峯
串
）
と
は
、
白
然
景
槻
に
、
人
類
の
経
済
活
動
が
作
用
し
て
出
来
た
処
の
、
白
然
と
経
済
と
の
調
和
さ
れ
た
景
槻
を
云
う

の
で
あ
る
が
（
お
－
戸
夏
長
竃
二
づ
ざ
胴
８
口
ｑ
２
・
巨
色
５
目
（
｝
；
邑
一
晶
竃
；
｛
串
・
三
・
冒
・
｛
＄
考
一
景
・
プ
争
争
言
易
Ｃ
Ｏ
．
～
旨
ヂ
）
、
此

の
意
義
に
於
け
る
経
済
景
槻
（
２
ｏ
≠
隼
己
峯
茅
Ｈ
旨
一
穿
９
奉
）
の
中
の
一
た
る
産
業
は
、
郷
土
産
業
が
、
最
も
ン
、
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
ろ
う
。
筆
者
、
過
般
、
北
九
州
に
産
業
視
察
を
試
み
、
博
多
に
滞
在
す
る
こ
と
数
口
］
、
街
頭
至
る
処
、
人
形
屋
を
見
、
曾
つ
て
、
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此
の
地
に
百
年
前
、
大
法
を
挙
揚
せ
し
名
僧
仙
厘
が
、
そ
の
得
意
の
戯
墨
｛
試
み
、
博
多
人
形
を
籠
に
入
れ
、
天
秤
棒
で
か
つ
ぎ
し
、

人
形
売
の
行
商
図
を
想
起
し
（
此
の
墨
蹟
、
京
都
花
圃
妙
心
寺
山
内
．
桂
春
院
現
存
）
、
人
形
の
街
．
博
多
の
郷
土
産
業
た
る
斯
業
が
、
市

の
背
後
の
油
山
連
山
よ
り
、
雲
母
を
含
む
、
特
有
の
土
壌
出
で
、
是
が
、
人
形
の
母
胎
を
な
す
地
理
事
借
を
思
い
、
広
く
、
郷
土
産

業
研
究
方
法
を
調
査
す
る
興
味
に
そ
そ
が
れ
た
の
で
あ
る
。
今
、
こ
こ
に
ビ
ュ
ツ
ヘ
ル
の
雄
篇
た
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
市
場
に
於
け
る

家
内
工
業
」
　
（
丙
・
泉
庁
訂
二
Ｈ
）
庁
｝
自
葬
¢
プ
昌
胴
宗
Ｈ
く
Ｏ
Ｈ
ぎ
ま
募
Ｏ
麦
苧
ト
Ｏ
．
－
奉
印
＞
自
由
．
Ｏ
Ｏ
．
冨
罵
．
Ｈ
）
一
。
声
隼
一
一
。
。
一
己
一
一
。
。
一
、
｛
。

彗
｛
宗
旨
！
ま
一
；
。
豪
旨
蟹
寿
３
を
紹
介
す
る
所
以
の
も
の
、
上
の
微
意
に
出
た
の
で
あ
る
。
荷
お
、
一
筆
の
附
記
す
可
き
は
、
国

氏
性
、
民
旅
性
、
地
方
気
質
等
が
、
た
と
い
、
是
等
の
要
因
は
、
一
部
地
理
学
者
に
よ
り
、
そ
の
作
用
の
極
め
て
微
弱
な
る
こ
と
が
、

強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
郷
土
産
業
に
於
て
、
最
も
明
ら
か
に
湊
み
出
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
挙
ぐ
可
き
で
あ
ろ
う
・

（
ら
甲
一
｝
二
妄
ぎ
Ｈ
・
旨
・
三
ぎ
室
轟
亀
睾
・
９
邑
・
０
８
零
毫
耳
一
曇
卜
竺
丁
崔
一
）
。

　
莱
仔
峰
誕
祭
の
飾
木
が
、
叉
そ
の
経
済
的
方
両
を
有
す
る
こ
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
於
け
る
贈
物
が
、
若
し
家
計
が
整
傭
さ
れ
て
い

る
な
ら
ぱ
、
家
計
簿
に
於
け
る
一
の
、
重
な
費
目
を
椴
成
す
る
こ
と
は
、
一
家
の
経
済
を
預
か
る
主
鮎
の
等
し
く
経
験
す
る
処
で
あ

ろ
う
。
叉
商
入
、
工
羊
家
の
側
に
於
い
て
も
、
凡
ン
、
、
費
沢
消
費
が
、
人
□
ｏ
総
て
の
階
級
に
あ
っ
て
、
大
な
・
リ
ざ
る
こ
と
、
及
び

一
年
の
如
何
な
ろ
時
と
雛
も
、
冬
ぺ
の
肘
布
が
、
小
ト
一
易
に
閉
か
ざ
る
こ
と
を
苅
い
、
是
箏
の
専
什
に
州
応
し
て
、
す
で
に
、
数
個
月

間
、
予
め
、
ン
、
の
計
両
を
企
て
ろ
こ
と
が
、
常
で
あ
る
つ

　
事
実
上
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
於
け
る
贈
物
が
、
肌
－
に
一
〇
、
人
な
ろ
、
宗
教
上
の
風
俗
た
ろ
に
止
ま
ら
ず
、
叉
諾
民
族
Ｏ
経
済
生
活



に
於
い
て
、
一
の
、
力
強
き
要
因
和
、
成
す
も
の
で
あ
る
。
凡
ン
、
、
此
Ｏ
習
俗
は
、
子
供
の
心
臓
を
よ
り
速
か
に
打
つ
の
み
な
ら
ず
、

交
通
管
を
通
し
て
、
経
済
単
位
○
血
液
を
一
層
速
か
に
循
環
せ
し
め
、
か
く
し
て
、
鉄
遣
及
び
郵
便
の
利
用
は
、
特
に
高
ま
り
、
一

方
に
於
い
て
は
、
商
店
、
仕
事
場
「
父
び
工
場
に
、
勤
勉
な
る
、
数
千
の
手
を
運
動
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
か
く
見
来
れ
ば
、
此
の
、

宗
教
上
の
一
風
謝
は
、
子
供
達
を
し
て
、
二
三
日
間
、
菓
子
美
食
を
以
つ
て
、
喜
悦
せ
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
多
数
○
大
人
に
、

労
働
の
機
会
を
与
え
、
厘
六
、
一
個
年
分
に
す
ら
梢
当
す
る
パ
ン
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
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凡
そ
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
於
け
る
贈
物
が
、
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
作
用
を
探
求
す
る
こ
と
は
、
統
計
学
に
と
つ
て
、
一
の
、
興
味
深

き
課
題
で
あ
ろ
う
。
而
か
も
、
此
の
課
題
た
る
、
従
来
未
だ
解
決
さ
れ
ざ
る
処
で
あ
る
，
そ
の
理
｛
ば
、
凡
そ
、
此
の
需
要
た
る
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に
の
み
、
ン
、
Ｏ
充
足
を
求
め
、
一
年
の
、
仙
の
時
期
に
は
、
現
わ
れ
ざ
る
、
一
種
特
別
な
需
要
た
る
こ
と
が
、
一

で
あ
り
、
更
ら
に
、
他
の
理
由
を
考
う
る
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
際
し
て
は
、
多
数
の
、
平
常
の
欲
望
も
、
亦
、
一
層
高
い
程
度
に
於

い
て
、
充
足
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
先
立
つ
充
足
も
、
叉
ク
リ
ス
マ
ス
に
後
れ
る
充
足
も
、

何
れ
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
集
中
し
て
、
充
足
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
於
け
る
贈
物
へ
移
る
処
の
商
品
を
、
そ
の

他
の
、
年
の
全
体
の
、
附
じ
撞
類
の
需
要
か
ら
分
つ
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
こ
而
し
て
、
一
家
族
中
ｏ
、
可
憐
な
手
が
、
吾
人

の
為
め
に
創
迭
し
、
且
つ
拠
供
す
る
処
の
、
最
高
に
見
積
ら
れ
た
贈
物
は
、
漸
く
、
初
め
て
、
正
に
、
経
済
上
の
計
算
か
ら
除
分
さ

れ
る
が
、
休
し
、
経
済
財
に
就
い
て
の
、
需
奨
〇
一
種
は
、
是
が
允
足
を
、
た
と
ひ
絶
体
的
↓
．
へ
ら
ず
と
も
、
そ
ｏ
媛
人
部
分
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
に
於
い
て
の
み
、
求
め
る
こ
と
が
、
座
■
六
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
此
の
世
の
人
閉
が
、
持
つ
処
の
、
第
一
の
、
賛
沢
な

需
要
で
あ
り
、
而
か
も
、
螢
沢
と
は
云
え
、
是
が
九
“
、
は
、
経
済
学
及
・
び
倫
理
坐
・
の
剋
地
よ
り
す
る
も
、
等
し
く
、
満
足
を
以
つ
で

安
ん
ず
可
き
も
の
で
あ
る
。
吾
人
が
、
此
処
に
、
述
べ
ん
と
す
る
処
は
、
玩
具
類
を
求
め
る
、
右
人
の
需
要
是
で
あ
り
、
此
の
願
望
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た
る
や
、
最
も
貧
し
き
人
口
属
も
、
亦
充
足
せ
ん
と
試
み
、
而
か
も
、
後
か
ら
の
後
悔
な
し
に
、
充
足
し
得
る
願
望
で
あ
る
。

　
凡
ン
、
、
子
供
達
が
、
そ
の
小
さ
き
世
界
を
創
造
す
る
処
の
、
原
始
的
な
対
象
、
例
之
、
彼
の
、
粗
野
な
が
ら
も
、
正
し
く
刻
ま
れ

た
動
物
の
型
と
樹
木
、
家
屋
及
び
台
処
、
人
形
、
操
り
人
形
、
車
、
揺
り
木
馬
、
円
錘
、
独
楽
、
膚
屋
、
凡
ン
、
是
等
の
玩
具
類
は
、

貧
富
を
問
わ
ず
、
如
何
な
る
家
庭
内
に
於
い
て
も
、
隻
、
し
く
、
大
な
る
役
目
を
演
ず
る
も
の
、
て
あ
り
、
又
是
等
の
玩
具
類
は
、
時
代

が
径
過
す
る
と
共
に
、
〃
方
面
に
変
じ
、
更
ら
に
、
其
の
種
類
に
於
い
て
も
、
豊
富
に
な
る
が
、
然
し
、
是
が
基
本
型
は
、
総
て
の

畏
族
に
あ
つ
て
、
叉
総
て
○
時
代
に
於
い
て
、
常
に
、
同
一
の
も
の
が
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
凡
そ
、
是
等
の
玩
且
ハ
は
、
子
供
に
と
ｐ
て
は
、
其
の
最
初
の
所
有
物
を
戊
す
も
の
、
て
あ
り
、
叉
子
供
の
、
外
界
に
対
す
る
最
初
の

理
解
力
は
、
是
等
の
玩
具
類
を
連
じ
て
、
発
達
す
る
も
の
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
、
玩
具
に
よ
つ
て
、
自
、
他
を
区
別
す
る
、

最
初
の
棚
念
が
炎
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
子
供
達
に
と
つ
て
、
最
初
の
財
と
も
晃
る
可
々
、
玩
具
の
起
源
に
就
て
は
、
彼
等
は
、
何
等
顧

慮
す
る
処
な
く
、
加
之
、
子
供
等
は
、
人
生
の
太
金
時
代
と
も
云
う
可
き
、
幼
年
時
代
に
は
、
凡
ン
、
、
事
物
が
、
何
処
よ
り
来
る
か
、

是
を
尋
ね
る
こ
と
な
く
、
汕
ん
や
、
其
の
獲
得
に
関
し
て
は
、
何
裏
り
廠
慮
せ
ず
に
、
唯
、
共
の
所
有
物
を
楽
し
む
の
み
で
あ
る
。
然

し
、
叉
一
面
に
於
い
て
は
、
大
人
も
、
亦
此
の
閉
魑
に
就
い
て
、
考
究
す
る
こ
と
枢
め
て
稀
で
あ
り
、
単
に
、
需
更
が
、
適
当
な
方

法
で
、
充
た
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
淋
足
す
る
に
止
り
、
而
か
も
、
こ
の
こ
と
は
、
大
な
る
困
雑
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
、

　
一
年
の
中
で
、
最
も
祝
す
可
き
祭
典
た
る
ク
リ
ス
マ
ス
が
、
切
辿
し
火
る
ヤ
、
大
衆
を
、
ン
、
の
利
害
に
関
係
す
る
こ
と
人
な
る
、

ク
リ
ス
マ
ス
市
場
の
生
産
場
へ
導
き
、
ン
、
の
注
意
を
喚
起
し
度
く
思
う
ｏ
で
あ
る
。
玩
几
ハ
エ
業
以
前
の
、
若
干
の
、
他
ｏ
産
業
部
門

に
於
い
て
は
、
ン
、
の
生
産
個
処
が
、
考
数
の
困
及
び
地
方
に
広
く
分
布
し
て
い
る
為
め
に
、
此
の
企
凶
は
、
必
ず
し
も
、
実
行
容
易

、
て
な
い
が
、
独
り
、
玩
具
工
茅
に
あ
つ
て
は
、
隈
定
さ
れ
た
、
極
め
て
に
か
Ｏ
生
産
場
処
か
ら
、
云
わ
ば
、
世
凧
Ｏ
半
分
を
占
め
る



諾
国
の
子
供
達
に
向
つ
て
、
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
、
ン
、
の
特
異
の
現
象
と
し
て
、
注
意
に
値
し
、
凡
ン
、
、
玩
具
商
○
陳
列
棚
が
、
本

質
的
に
、
同
じ
実
椚
を
呈
し
て
い
る
主
因
も
、
此
の
一
事
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
対
象
の
種
類
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
叉
そ
の

構
造
及
び
色
彩
の
点
に
あ
つ
て
も
、
驚
く
可
き
均
一
性
が
認
め
ら
れ
、
而
か
も
、
此
の
均
一
均
は
、
子
供
の
好
み
が
、
到
る
処
、
等

し
い
こ
と
に
、
そ
の
原
因
を
有
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
は
な
ら
ぬ
の
、
て
あ
る
。
蓋
し
、
若
し
、
句
処
か
で
、
生
産
者
が
、
ン
、
の
商
品

の
、
他
の
型
及
び
装
置
に
対
し
て
、
消
費
に
向
つ
て
、
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
子
供
の
玩
具
の
場
合
で
あ
る
。

　
勿
論
、
販
売
者
の
陳
列
棚
に
は
、
種
六
の
玩
具
が
並
べ
ら
れ
て
屠
り
、
是
等
は
、
何
れ
も
、
本
質
的
に
、
色
さ
な
起
源
に
溺
る
こ

と
が
出
来
、
例
之
、
独
逸
の
、
叉
仏
蘭
酉
の
商
品
と
云
う
様
に
、
夫
六
、
ユ
、
の
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
の
で
ら
る
。
一
般
に
、
独
逸
の

玩
具
は
、
ン
、
の
型
が
、
劣
様
性
に
富
む
こ
と
が
、
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
主
と
し
て
、
次
の
事
情
に
、
ン
、
の
主
因
が
求
め
ら

れ
る
と
思
う
。
却
ち
、
数
十
年
来
、
継
続
し
て
紺
持
さ
れ
て
来
た
処
の
、
元
来
の
構
成
に
、
不
断
に
、
薪
な
る
変
種
が
、
増
加
さ
れ

る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
独
逸
の
玩
具
は
、
日
六
の
、
国
民
生
活
の
諾
現
象
に
、
深
い
関
聯
を
保
つ
様
に
、
工
夫
さ
れ
て

屠
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
、
子
供
達
を
、
是
等
現
象
の
中
へ
、
引
さ
込
ま
ん
と
す
る
の
で
あ
る
、
例
之
、
家
、
屋
敷
、
台
所
と
居

間
、
馬
小
崖
と
庭
園
、
村
と
町
、
是
等
が
、
何
れ
も
、
各
種
の
、
特
徴
あ
る
現
象
に
於
い
て
、
表
現
さ
れ
て
桔
り
、
是
等
現
実
の
生

活
現
象
が
、
移
写
さ
れ
て
い
る
事
竹
と
い
榊
合
し
て
、
子
供
達
は
、
或
い
は
、
運
転
手
又
は
牧
人
と
な
り
、
時
に
は
、
兵
十
叉
は
商
人

と
し
て
、
叉
降
に
は
、
大
工
或
い
は
昧
長
と
し
て
、
少
太
は
、
台
処
女
と
な
り
、
時
に
は
、
主
紛
と
し
て
、
叉
時
に
は
、
子
守
り
或

い
は
乳
母
と
な
り
、
夫
六
、
子
供
に
特
有
な
る
、
沽
淡
な
想
像
力
を
働
か
す
○
で
あ
る
　
此
ｏ
場
合
、
玩
且
ハ
製
作
者
が
為
す
処
の
も

の
は
、
実
物
教
育
に
於
け
る
、
枝
初
の
、
＾
つ
最
も
簡
車
な
方
法
で
あ
つ
て
、
例
之
、
壊
六
見
北
け
る
球
及
び
独
楽
に
於
け
る
如
く
、

叉
芥
種
の
ガ
ラ
ガ
ラ
及
び
吹
奏
楽
静
に
兇
る
如
く
、
子
供
の
耳
目
を
楽
し
ま
す
為
め
に
、
ン
、
の
運
動
欲
を
刺
激
す
る
こ
と
を
目
的
と
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一
，
芭
戸
’
お
｝
篶
－
・
、
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六
（
二
六
六
）

し
、
叉
多
数
の
判
じ
物
、
或
い
は
嗣
体
遊
戯
に
於
け
る
如
く
に
、
子
供
を
刺
激
す
る
様
に
企
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
玩
具
の
種

類
は
、
極
め
て
多
数
に
上
り
、
よ
く
品
分
け
を
し
て
い
る
一
玩
具
商
を
見
て
も
、
そ
の
取
扱
１
う
玩
具
の
種
類
は
、
実
に
一
万
二
千
乃

至
一
万
八
千
に
達
し
、
是
等
各
種
類
を
通
じ
て
、
拾
ね
く
認
め
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、
力
強
い
、
・
粗
朴
な
自
然
主
義
、
感
惜
に
充

ち
て
い
る
、
下
手
味
横
添
の
拙
劣
性
、
叉
塵
次
、
自
然
の
ま
ま
の
滑
稽
味
等
が
携
げ
ら
れ
、
是
等
の
こ
と
は
、
叉
正
し
く
、
子
供
の

年
輪
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
か
で
あ
る
。
凡
そ
、
玩
具
が
製
作
さ
れ
る
処
の
素
材
は
、
主
と
し
て
、
木
材
と
、
紙
の
軟
塊
を
乾
し
固

め
た
も
の
で
あ
り
、
叉
稀
に
は
、
錫
、
鉛
、
鉄
及
び
粘
土
等
が
使
用
さ
れ
、
玩
具
の
価
格
の
安
値
な
こ
と
は
、
ン
、
の
商
品
の
、
自
然

の
性
質
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
玩
具
は
、
然
し
、
唯
、
そ
れ
が
、
破
壊
さ
れ
る
為
め
に
、
存
在
し
て
い
る
様
に
思
う
。

　
隈
を
転
じ
て
、
仏
蘭
岨
の
玩
具
を
見
る
に
、
事
借
企
く
是
と
異
り
、
此
処
で
は
、
優
雅
、
工
夫
、
趣
味
、
流
行
、
清
製
、
凡
ン
、
、

是
等
の
点
に
、
主
力
が
用
い
ら
れ
、
若
し
、
何
処
か
で
、
仏
蘭
酉
の
作
家
の
、
与
く
賞
賛
さ
れ
た
、
流
行
の
上
手
さ
が
、
表
現
さ

れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
玩
具
の
世
界
に
於
い
て
で
あ
り
、
永
年
、
労
働
者
と
工
業
家
は
、
新
し
い
商
品
に
就
い
て
、
考
案
し

て
い
る
、
一
の
、
甘
い
考
え
方
が
、
阜
、
の
眼
目
で
あ
り
、
何
か
、
思
索
的
な
頭
脳
が
、
此
の
場
、
首
、
万
事
を
考
案
し
て
い
る
の
は
、

正
に
、
驚
く
可
き
毛
の
が
あ
る
、
大
工
業
に
於
け
る
。
総
て
の
製
甘
ｍ
は
、
玩
共
の
場
合
、
小
規
模
に
於
い
て
、
模
倣
さ
れ
、
叉
、
物

理
学
及
び
機
械
に
於
け
る
、
科
学
上
の
諾
進
歩
は
、
快
活
に
す
る
が
、
叉
は
、
お
ど
け
た
、
異
形
ｏ
〃
に
於
い
て
、
ン
、
の
応
用
を
見

る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
凡
七
、
総
て
の
、
考
案
し
得
る
材
料
、
岬
ち
、
木
け
及
び
鉄
、
鉛
、
銅
、
粘
土
、
皮
革
、
毛
皮
、
羽
毛
、

紙
、
藁
、
か
仰
や
．
な
ぎ
、
護
譲
等
が
、
佼
用
さ
れ
て
焙
り
、
叉
、
他
の
工
業
に
於
ろ
庵
物
が
、
蚊
も
劣
く
佼
用
さ
れ
る
の
も
、
玩
具

の
製
作
に
於
い
て
で
あ
る
。
未
だ
仰
て
、
何
処
に
も
、
使
用
さ
れ
得
な
い
様
に
思
わ
れ
ろ
も
ｏ
も
、
玩
〔
一
一
壊
作
家
は
、
是
を
材
料
と

し
て
、
新
作
を
試
み
ろ
こ
と
を
知
つ
て
烙
り
、
若
し
、
一
〇
商
品
に
し
て
、
戌
功
す
１
ろ
た
ら
ば
、
〃
ち
、
ン
、
〇
一
大
批
生
産
を
為
す
に
、



充
分
に
簡
単
且
つ
安
価
で
あ
れ
ば
、
そ
の
商
品
は
、
僅
か
の
間
に
、
世
界
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
つ
今
、
一
例
を
挙
げ

る
な
ら
ば
、
千
八
百
七
十
年
代
の
中
頃
に
出
現
し
た
処
の
ク
人
１
・
ク
リ
ー
（
声
ユ
い
声
ユ
）
で
あ
る
が
、
此
の
玩
具
は
、
リ
〆
、
れ
が
、

巴
里
で
、
初
め
て
、
御
目
得
し
て
か
ら
、
僅
か
数
週
間
に
し
て
、
欧
羅
巴
の
、
総
て
の
大
都
市
に
拡
が
り
、
若
着
の
、
真
の
狂
喜
、

神
経
質
な
母
の
驚
き
、
而
し
て
、
街
頭
公
衆
の
不
機
嫌
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
復
雑
化
せ
る
対
象
、
即
ち
、
運
動
機
構
を
有
す
る
動
物
、
機
関
車
、
時
計
等
は
、
同
様
な
方
壮
で
、
叉
、
米
国
に
於
い
て
も
、
多

方
面
、
且
つ
、
屡
次
、
驚
く
可
き
堪
能
性
を
以
つ
て
、
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
然
し
、
此
の
種
の
、
亜
米
利
加
玩
具
は
、
多
く
は
、

一
の
、
よ
い
趣
味
を
養
う
臼
Ｈ
的
よ
り
見
れ
ば
、
仏
蘭
西
玩
具
に
劣
る
も
の
が
あ
り
、
完
成
の
洗
練
さ
と
、
優
美
と
云
う
点
よ
り
す
れ

ば
、
巴
里
の
玩
具
は
、
世
界
に
、
そ
の
競
争
相
手
を
持
た
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
ン
、
の
人
形
は
、
時
に
は
、
真
の
仲
、
五
術
家
た
る
こ
と
が
あ

り
、
叉
、
着
物
女
工
及
び
掃
人
用
小
間
物
女
工
が
、
是
を
、
巴
里
衣
裳
の
型
と
し
て
、
利
用
す
る
こ
と
が
塵
六
で
あ
る
。
凡
そ
、
巴

里
製
の
玩
具
は
、
巴
火
風
の
衣
裳
に
於
け
る
如
く
、
急
速
に
変
化
す
る
流
行
に
支
配
さ
れ
、
此
の
流
行
へ
は
、
時
と
し
て
、
政
治
が
、

影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
る
。

　
叉
、
生
産
の
場
処
及
び
経
営
方
法
に
関
し
て
も
、
独
、
仏
両
国
の
玩
具
工
業
に
は
、
一
の
、
著
し
い
、
洋
目
に
値
す
る
区
別
が
認

め
ら
れ
る
の
ノ
し
あ
る
。

　
独
逸
の
玩
具
工
業
は
、
そ
の
起
源
、
遠
く
中
世
に
湖
る
こ
と
が
出
來
、
見
が
古
い
所
在
地
と
し
て
は
、
先
ず
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル

ヒ
（
ヨ
ォ
き
ｏ
品
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
火
る
。
此
の
都
市
に
於
て
は
、
す
で
に
、
第
十
八
世
紀
に
、
木
材
彫
刻
及
び
人
形
師
仲
間

に
は
、
同
業
組
合
が
、
組
織
さ
れ
て
居
り
、
　
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
（
Ｚ
■
一
ぎ
己
き
轟
）
の
玩
目
一
一
は
、
全
国
へ
行
き
波
る
」
と
云
う
常
套

語
は
、
此
の
時
代
か
ら
、
胚
胎
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
今
に
於
て
も
、
亦
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
（
Ｚ
ぎ
己
、
ｏ
、
頃
）
は
、
そ
の
近
隣
諾
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都
市
た
る
フ
ユ
ル
ト
（
星
・
｝
）
と
共
に
、
荷
お
依
然
と
し
て
、
独
逸
玩
具
工
業
の
中
心
点
の
一
を
形
成
し
、
フ
ユ
ル
ト
（
雲
・
手
）

た
け
で
も
、
約
六
十
の
工
匠
が
、
年
額
、
四
万
チ
ヱ
ン
ト
ナ
ー
（
Ｎ
ｇ
巨
嚢
）
　
（
一
チ
ヱ
ン
ト
ナ
ー
は
、
百
酵
の
重
量
）
の
玩
具
を
製
作

す
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
若
し
夫
れ
、
玩
且
一
の
雅
趣
性
に
至
つ
て
は
、
勿
論
、
ベ
ル
リ
ン
（
一
ｗ
胃
Ｈ
ぎ
）
と
シ
ュ
ヅ
ッ
ト
ガ
ル
ト

（
○
○
言
串
管
具
）
と
が
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
（
昌
オ
亭
¢
轟
）
に
優
る
の
で
あ
る
。

　
時
代
が
経
過
す
る
と
共
に
、
上
述
の
中
心
地
以
外
に
、
肯
お
、
此
の
工
業
部
門
に
は
、
三
個
の
、
他
の
故
郷
が
発
生
す
る
に
至
つ

た
の
で
あ
る
。
ン
、
の
中
の
二
個
は
、
す
で
に
、
先
輩
の
中
心
地
点
を
、
は
る
か
に
、
凌
駕
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
此
処
に
云
う
三
個

の
中
心
地
帯
と
は
、
何
れ
も
、
農
耕
僅
か
に
行
わ
れ
、
而
か
も
、
調
密
な
、
又
一
方
に
於
い
て
、
貧
し
き
人
口
を
有
す
る
処
の
、
木

材
に
富
む
山
嶽
地
方
で
あ
る
。
却
ち
、
チ
ュ
リ
ン
ガ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
Ｇ
一
茎
ユ
長
胃
ノ
ま
冨
）
、
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ゲ
（
専
零
ヴ
オ
需
）
及

び
ア
ル
プ
ス
地
方
を
指
す
の
で
あ
る
。

　
日
疋
等
三
個
の
中
心
地
点
の
中
で
、
チ
ュ
リ
ン
ガ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
貧
毒
｝
あ
ｇ
≠
、
一
；
）
に
於
け
る
玩
具
製
作
は
、
一
の
世
界
的
工
業

に
ま
で
進
展
す
る
に
至
り
、
ン
、
の
中
心
地
点
は
、
ゾ
ン
ネ
ベ
ル
ヒ
（
Ｏ
Ｏ
Ｃ
；
Ｏ
ぎ
お
）
、
ノ
ィ
ッ
ユ
タ
ツ
ト
（
Ｚ
¢
易
９
串
）
、
ハ
ィ
デ

（
；
讐
竃
¢
）
、
イ
ル
メ
ナ
ウ
（
旨
畠
；
６
及
び
ヴ
ァ
ル
テ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
（
１
ま
Ｈ
箒
邑
峯
一
。
・
彗
）
等
の
小
都
市
で
あ
り
、
ゾ
ン
ネ
ベ
ル

ヒ
（
ｏ
Ｏ
ｏ
昌
ｇ
ｏ
轟
）
だ
け
か
ら
の
年
額
輸
出
で
も
、
十
乃
至
十
二
（
百
万
）
馬
克
に
達
す
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

　
エ
ル
ッ
ゲ
ビ
ル
ゲ
（
睾
轟
・
三
・
否
）
の
玩
几
ハ
エ
業
は
、
主
と
し
て
、
サ
ク
ソ
ニ
ァ
の
小
村
た
る
ザ
ィ
ダ
（
ｏ
○
｛
婁
）
と
オ
ル
ベ
ル

ン
ハ
ウ
（
（
）
；
、
ｏ
、
手
…
）
、
ン
、
れ
か
ら
、
襖
太
利
国
の
小
都
た
る
力
タ
リ
ナ
ベ
ル
ク
（
弓
争
書
～
貝
き
ｏ
曇
）
の
閉
の
地
方
に
集
中
し
て

い
る
の
で
あ
る
　
サ
ク
ソ
ニ
ァ
の
裁
判
所
ザ
ィ
ダ
（
ｏ
○
ミ
麦
）
の
全
生
産
は
、
年
額
、
二
百
万
に
上
り
、
而
し
て
、
オ
ル
ベ
ル
ン
ハ

ウ
（
（
）
；
ｃ
、
、
一
一
一
一
、
一
、
）
の
玩
具
輪
出
は
、
六
乃
至
七
十
万
馬
克
の
額
に
達
し
て
居
り
、
二
十
個
以
上
の
村
落
に
於
て
、
殆
ど
、
そ
の
全



人
口
は
、
此
の
産
業
に
よ
つ
て
、
衣
食
の
資
を
得
て
屠
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ル
プ
ス
地
方
に
於
い
て
は
、
玩
具
商
品
に
対
し
て
、
特
に
、
バ
ィ
ェ
ル
ン
（
ぎ
言
昌
）
に
於
け
る
オ
ー
ベ
ル
ァ
ム
メ
ル
ガ
ウ

（
（
）
一
）
Ｏ
量
一
、
一
一
箏
２
篭
一
一
）
と
ベ
ル
ヒ
テ
ス
ガ
ー
デ
ン
　
（
一
ざ
Ｓ
～
鶉
零
・
一
彗
）
が
、
叉
、
チ
ロ
ル
　
（
５
；
Ｈ
）
の
南
部
に
於
け
る
グ
ロ
ー
デ

ナ
ー
漢
谷
（
麦
二
才
２
彗
ｇ
ド
６
が
、
夫
人
、
有
名
で
あ
り
、
前
者
か
ら
は
、
年
額
、
五
千
チ
ェ
ン
ト
ナ
ー
、
後
者
か
ら
は
、

約
八
千
チ
ェ
ン
ト
ナ
ー
の
玩
具
が
、
五
十
万
ク
ロ
ー
ネ
の
額
で
、
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
処
の
中
心
地
点
以
外
に
、
荷
お
、
独
逸
中
間
山
彙
（
竃
５
ｏ
Ｈ
需
９
轟
¢
）
に
は
、
若
干
の
、
小
さ
い
玩
具
工
業
地
区
が

存
在
し
、
ン
、
の
主
な
る
地
方
と
し
て
は
、
ズ
ー
デ
テ
ー
（
○
Ｑ
己
ｇ
昌
）
、
リ
ー
ゼ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ
、
　
（
窒
鶉
ｇ
零
一
寺
需
）
、
バ
ィ
ェ
リ
ッ

シ
ェ
ヴ
ァ
ル
ト
（
宗
・
－
ｗ
３
、
竃
ぎ
一
崔
≠
、
ら
ら
）
及
び
ラ
ウ
ェ
ァ
ル
プ
（
皇
¢
着
；
一
一
¢
＞
Ｈ
｝
一
）
等
が
、
挙
げ
ら
れ
る
が
、
是
等
は
、
何

れ
も
、
鹸
り
、
重
要
で
は
な
い
。

　
凡
ン
、
、
独
逸
の
玩
凡
ハ
エ
業
を
特
微
付
け
る
も
の
と
し
て
は
、
ン
、
の
経
営
方
法
が
、
家
内
工
業
の
形
態
を
探
つ
て
い
る
と
云
う
こ
と

で
あ
り
、
子
供
等
の
為
め
に
、
働
ら
く
、
此
の
産
業
は
、
云
わ
ば
、
荷
お
、
子
供
の
靴
を
脱
ぐ
に
至
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、
一
ン
、
の

製
作
は
、
家
族
の
圃
内
で
行
わ
れ
、
普
通
の
家
内
仕
事
及
び
野
外
仕
事
と
一
緒
に
、
叉
は
、
是
等
の
傍
ら
に
、
営
ま
れ
て
居
る
の
で

あ
る
、
叉
、
ン
、
の
設
術
資
本
は
催
少
で
あ
り
、
吏
ら
に
、
ン
、
の
牛
産
要
具
を
見
る
に
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
地
方
に
於
い
て
は
、
小
切

れ
の
鉄
、
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ゲ
（
‘
§
零
一
寺
零
）
に
あ
っ
て
は
、
施
盤
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
（
、
－
一
一
－
亨
チ
苔
『
考
三
ｅ
で
は
、

ン
、
の
生
産
姑
が
４
型
的
な
る
乃
め
、
極
め
て
棚
｝
で
は
あ
る
が
、
芥
種
の
遭
且
ハ
類
が
、
使
用
さ
れ
て
旭
り
、
機
械
に
至
つ
て
は
、
全

く
、
咋
個
六
的
に
、
削
い
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
、
玩
具
楳
、
作
考
は
、
ン
、
の
産
物
の
最
終
消
費
者
と
は
、
何
等
直
接
の
関
聯

を
有
せ
ず
し
て
、
ン
、
の
商
品
が
、
最
終
消
費
者
へ
届
く
為
め
に
は
、
商
人
に
よ
る
媒
介
を
必
要
と
す
る
の
、
て
あ
る
、

　
　
郷
土
産
業
考
察
の
一
例
（
上
）
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立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
三
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
二
七
〇
）

　
勿
論
、
独
逸
に
は
、
叉
、
大
規
模
な
玩
具
製
作
工
場
が
あ
り
、
是
等
は
、
伯
林
（
ま
・
Ｈ
ぎ
）
及
び
ツ
ユ
ツ
ツ
ト
ガ
ル
ト
（
ｏ
ｏ
け
一
一
幕
．

習
６
の
如
き
都
市
に
於
い
て
、
一
の
特
殊
た
商
品
を
、
無
数
の
形
態
の
下
、
製
作
し
、
叉
、
白
か
ら
、
見
等
を
版
売
し
て
届
る
の

で
あ
る
。
是
処
で
製
作
さ
れ
る
玩
具
は
、
版
画
紙
、
絵
本
、
板
紙
及
び
製
品
、
鉛
の
兵
士
、
金
属
、
護
謹
壊
玩
目
バ
、
陶
務
の
人
物
ノ
し

あ
る
。

　
転
じ
て
、
仏
蘭
酉
の
玩
具
製
作
工
業
を
見
る
に
、
そ
の
起
源
可
な
り
新
し
く
、
ン
、
の
中
心
地
は
、
巴
里
（
－
、
蟹
、
一
羽
）
で
あ
る
が
、

荷
お
、
此
の
外
に
、
木
製
玩
具
は
、
フ
ォ
ー
ゲ
ゼ
ン
（
く
ｏ
狽
２
竃
）
に
、
石
の
弾
石
は
、
セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
（
（
〕
。
、
、
、
一
、
、
。
。
一
〇
。
、
。
、
一
、
一
、
一
一
）

に
、
他
の
も
の
は
、
ジ
ュ
ラ
（
旨
；
）
　
に
於
い
て
、
夫
六
、
製
作
さ
れ
て
屠
る
の
で
あ
る
。
巴
里
（
勺
一
一
、
一
・
。
）
に
於
け
る
玩
具
製
作

は
、
そ
の
有
名
な
人
造
花
の
製
作
に
倣
つ
て
、
最
も
卓
越
し
た
人
部
分
を
構
成
し
、
此
の
都
市
の
賛
沢
工
業
の
主
要
部
門
の
一
に
属

す
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
千
八
百
七
十
二
年
に
、
三
干
四
首
人
以
上
の
従
業
考
が
あ
り
、
一
〆
、
の
中
の
二
千
四
百
人
は
、
掃
人
で
あ

る
。
此
の
、
大
抵
の
労
働
者
は
、
独
立
の
企
業
家
で
あ
り
、
北
等
の
企
業
家
は
、
＞
、
の
製
品
を
、
版
苑
用
の
雑
誌
に
よ
り
、
叉
は
、

委
託
販
売
の
方
法
に
よ
つ
て
、
販
売
し
て
屠
り
、
此
の
委
託
販
売
者
は
、
是
等
の
警
帥
を
蒐
集
す
る
為
め
に
、
縞
合
し
、
以
つ
て
、

全
世
界
へ
発
送
す
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
、
工
場
的
経
営
方
法
は
、
此
の
種
の
、
流
行
の
速
か
な
る
生
産
に
対
し
て
は
、
困
難
で
あ
り
、

且
つ
、
大
た
る
危
険
に
映
．
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
見
以
外
に
、
荷
お
、
特
定
の
種
類
の
玩
凡
一
を
、
他
の
品
物
と
ル
行
し
て
、
製
作
し
て
焙
る
産
業
経
営
者
の
多
数
が
あ
り
、
是
に
は
、

玩
具
時
計
及
び
小
形
風
孝
、
軽
気
球
及
び
魔
法
提
雄
、
人
形
の
頭
及
び
護
謀
商
品
、
数
合
せ
遊
び
の
玩
具
及
び
小
供
菓
子
用
の
小
形

道
具
の
堪
作
が
属
し
、
是
隻
商
品
の
中
の
若
干
は
、
巴
児
（
一
、
責
３
以
外
の
処
で
も
、
工
場
維
営
Ｏ
方
渋
に
よ
つ
て
、
製
作
さ
れ

て
届
る
。
巴
里
（
一
、
書
３
に
於
い
て
は
、
玩
具
時
計
を
製
遣
す
る
為
め
に
、
劣
数
の
、
大
な
る
店
が
あ
り
、
是
等
は
、
何
れ
も
、



■

数
百
人
の
労
働
者
を
傭
い
、
日
六
、
数
千
個
の
時
計
を
供
給
し
、
是
等
の
時
計
が
、
巻
か
れ
て
陳
列
さ
札
て
居
る
。
ユ
、
の
全
生
産
量

は
、
年
額
、
三
十
（
百
万
）
個
に
上
り
、
此
の
数
字
は
、
巴
里
（
～
多
）
が
、
年
間
に
、
仏
蘭
酉
、
独
逸
、
露
酉
亜
、
英
国
、
伊
太

利
及
び
填
太
利
の
諾
国
に
於
け
る
、
五
歳
か
ら
十
歳
ま
で
の
子
供
令
部
に
、
各
六
、
一
個
の
時
計
を
供
給
し
た
こ
と
に
た
る
と
云
う
。

　
か
か
る
、
一
兇
し
た
だ
け
で
は
、
著
し
か
ら
ざ
る
商
品
が
、
一
固
民
の
家
計
に
於
い
て
、
如
何
な
る
役
目
を
演
じ
て
い
る
か
は
、

仏
蘭
附
に
於
い
て
は
、
年
額
五
十
万
フ
ラ
ン
ク
の
人
形
が
製
作
さ
れ
、
巴
里
（
「
弩
オ
）
○
み
か
ら
輸
出
さ
れ
る
玩
且
一
時
計
が
、
五

十
万
個
以
上
に
上
る
事
実
を
見
て
も
、
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
仏
蘭
酉
に
於
け
る
玩
具
工
業
の
能
力
、
亦
、
如
何
に
繋
嘆
に
値
す
る
毛
の
が
あ
ろ
と
し
て
も
、
次
の
一
事
は
、
否
定
し
得
な
い
の

で
あ
る
、
即
ち
、
そ
の
構
造
と
装
筑
の
椅
練
と
云
う
点
に
於
い
て
は
、
子
供
の
、
純
真
な
る
悟
性
を
掛
酌
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

大
都
市
に
於
け
る
文
化
人
の
、
洗
練
さ
れ
た
趣
味
に
適
合
す
る
様
に
、
製
作
さ
れ
て
屑
り
、
従
つ
て
、
ユ
、
の
商
品
価
格
も
勢
い
高
価

と
な
り
、
唯
僅
か
の
人
の
み
が
、
北
を
入
手
し
得
る
に
止
る
の
で
あ
る
。
口
疋
に
収
し
、
独
逸
の
玩
凡
一
製
作
は
、
唯
最
近
、
薪
し
い
趣

味
の
要
求
と
活
綴
な
発
明
糖
柳
が
見
出
さ
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
総
て
の
階
級
の
、
総
て
の
国
の
子
供
の
為
め
に
、
生
産
さ
れ

て
い
る
の
、
て
あ
る
。
地
こ
そ
、
真
の
国
民
工
業
、
世
界
工
業
と
一
ム
う
可
さ
で
あ
り
、
ン
、
の
袈
品
は
、
総
て
の
大
陸
へ
送
ら
れ
、
特
に
、

米
印
度
、
束
印
度
、
竣
及
、
濠
洲
、
欧
羅
巴
の
伶
国
に
輸
出
さ
れ
、
仏
蘭
汀
に
於
い
て
す
ら
、
大
姑
に
、
版
売
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
唯
、
仏
蘭
岬
品
愉
川
額
は
、
近
年
梢
六
滅
少
し
た
が
、
北
は
、
旧
火
的
対
、
立
が
倣
化
さ
れ
た
と
兇
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
仏
蘭

西
に
於
け
る
関
税
卒
の
引
上
げ
が
、
ン
、
の
主
因
で
あ
ろ
う
。

　
否
人
は
、
以
上
の
事
実
か
ら
、
次
の
、
二
重
の
締
論
を
引
洲
す
こ
と
が
舳
火
る
。
則
ち
、
一
は
、
独
也
入
に
特
有
．
な
、
感
情
的
家

庭
生
活
に
対
す
る
意
識
が
、
彼
の
玩
具
製
作
者
に
も
、
亦
、
子
供
に
向
け
ら
れ
た
愛
に
充
ち
た
沈
淋
で
表
現
さ
れ
て
届
り
、
他
は
、

　
　
郷
土
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立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
二
七
二
）

独
逸
の
工
業
地
区
に
於
け
る
、
世
界
的
商
帰
と
し
て
の
玩
具
製
作
が
、
他
の
諾
国
民
が
、
殆
ど
提
供
し
得
ぬ
処
の
価
格
で
、
行
わ
れ

て
屠
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
の
続
論
は
、
最
初
の
幣
見
に
関
聯
す
る
の
で
あ
る
、
独
逸
の
玩
具
製
作
は
、
既
述
の
如
く
、
殆
ど
絶
休
的
に
、
家
内
工
業
及

び
小
経
営
に
依
存
し
、
そ
の
、
最
も
重
要
な
材
料
は
、
三
十
年
来
、
不
断
の
価
格
騰
貴
に
曝
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
ン
、
の
製
品
の
安
値

性
は
、
他
の
世
界
商
品
の
如
く
に
、
労
働
を
節
約
す
る
機
械
に
よ
る
か
、
叉
は
、
安
価
な
素
材
を
使
用
す
る
、
生
産
費
の
低
下
に
基

く
こ
と
は
川
來
ぬ
の
で
あ
る
。
此
の
為
め
に
は
、
他
の
事
情
に
、
原
因
を
求
む
可
き
で
あ
り
、
今
、
此
の
原
因
を
、
ユ
、
の
根
源
に
於

い
て
、
認
め
ん
と
し
て
、
次
の
、
二
個
の
玩
具
二
業
の
主
更
地
区
の
実
熊
を
紹
介
し
て
見
よ
、
つ
。
こ
こ
に
所
謂
、
二
個
の
地
帯
と
は
、

一
は
、
マ
ィ
ニ
ン
ゲ
ン
（
事
¢
｛
己
一
売
昌
）
の
オ
ー
ベ
ル
ラ
ソ
ト
（
（
）
ブ
ｇ
｝
書
｛
）
、
て
あ
り
、
仙
は
、
チ
ロ
ル
　
ｎ
コ
、
。
Ｈ
）
の
甫
都
に
於

け
る
グ
レ
ー
デ
ン
渓
介
Ｇ
一
一
一
：
三
乙
；
）
で
あ
る
　
彼
の
、
チ
ュ
ー
リ
ソ
ゲ
ン
青
毒
・
｛
星
・
一
一
）
　
の
工
業
地
区
の
諾
事
梼
は
、
す

で
に
、
有
栴
な
記
堺
に
よ
つ
て
、
世
に
紹
介
さ
れ
た
○
で
（
・
肌
一
二
∴
○
に
責
一
三
・
；
三
・
ら
貢
江
、
一
、
一
、
、
三
一
ｑ
、
一
、
、
い
。
、
一
Ｈ
・
弓
、
ニ
ニ
）
、
一
、

岩
¢
三
暑
２
（
き
邑
昌
－
一
；
い
；
一
一
Ｈ
撃
｝
）
、
今
、
こ
二
に
は
、
グ
レ
ー
デ
ン
（
（
一
Ｈ
亀
；
）
の
工
業
を
側
察
し
て
見
よ
う
。

　
チ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
（
、
；
葦
昊
ミ
≠
、
一
；
）
Ｏ
南
都
、
即
ち
、
此
の
地
市
が
、
フ
レ
ソ
・
ケ
ン
洲
へ
平
坦
に
牒
閉
す
ろ
処

に
、
マ
ィ
ニ
ン
ガ
ー
・
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ト
（
ビ
ｃ
ま
暴
竃
一
）
一
勇
Ｈ
一
一
己
）
が
位
概
し
、
ン
、
の
地
積
は
、
九
平
オ
岨
に
達
せ
な
い
Ｏ
で

あ
る
。
気
渋
厳
鳩
に
し
て
、
十
地
は
、
丁
劣
く
、
沃
十
に
乏
し
く
、
唯
、
狭
い
漢
谷
に
於
い
て
の
み
、
若
千
の
穀
作
を
見
る
に
過
ぎ

た
い
ｏ
で
あ
る
し
迎
ら
に
、
高
処
に
、
れ
ぱ
、
貧
瑚
な
馬
鈴
蒋
州
も
、
礁
大
に
赴
か
ず
し
て
、
帰
ご
、
繁
茂
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
、

此
の
地
オ
に
於
け
ろ
進
地
Ｏ
過
半
は
、
同
咋
に
帰
属
し
、
叉
、
同
様
に
、
森
林
Ｏ
大
部
分
も
、
同
有
、
て
あ
る
、

　
以
上
の
事
怖
○
み
か
ら
、
判
断
す
る
な
ら
ば
、
此
○
地
帯
は
、
稀
密
な
人
口
を
給
養
し
件
ろ
土
地
で
た
い
様
い
思
わ
れ
る
が
、
而



か
も
、
現
実
は
、
此
の
地
方
に
、
一
平
方
哩
当
り
、
七
羊
、
人
以
上
の
人
間
が
、
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
の
数
は
、
自
然
に
恵

与
さ
れ
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ビ
ダ
（
２
を
己
彗
｛
）
　
と
同
様
ノ
ー
、
あ
る
、
、
此
の
事
椅
は
、
　
一
昆
し
て
、
　
次
○
事
実
を
明
白
に
す
る
も
の
、
て
あ
る
。
一

即
ち
、
既
述
の
如
き
、
農
業
の
状
熊
は
、
元
よ
り
、
此
の
人
口
を
給
養
す
る
に
、
不
充
公
で
あ
り
、
唯
工
業
、
而
か
も
、
地
方
的
需

要
を
超
過
し
て
、
広
い
地
帯
、
叉
は
、
世
界
市
場
を
目
指
す
工
業
の
み
が
、
経
済
の
本
渡
を
成
す
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
、
此
の
貧
寒
な
地
方
は
、
か
か
る
工
業
の
発
達
に
対
し
て
、
一
個
以
上
の
、
有
利
な
条
件
を
提
供
し
て
い
る
○
で
あ
る
。

即
ち
、
此
の
地
の
最
北
部
た
る
シ
ュ
ク
ィ
ナ
ハ
（
○
。
至
曇
・
５
及
び
グ
レ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
（
（
才
サ
９
峯
己
）
の
両
地
帯
は
、
ユ
、
れ
が
、

石
板
石
の
断
層
に
冨
む
点
に
於
い
て
、
一
の
材
料
を
提
供
し
、
而
か
も
、
此
の
素
材
は
、
是
等
両
地
方
を
除
い
て
は
、
欧
羅
巴
大
陸

余
体
を
通
じ
て
、
咋
、
グ
ラ
ー
ル
ス
州
（
弓
巨
昌
（
｝
Ｈ
膏
豪
）
に
於
い
て
の
み
、
産
出
す
る
に
過
ぎ
な
い
Ｏ
、
て
あ
る
。
為
め
に
、
足

等
の
地
方
は
、
石
筆
及
び
石
板
の
供
給
に
於
い
て
は
、
独
占
的
地
位
を
占
め
、
而
し
て
、
ン
、
の
諾
村
の
一
系
列
に
於
け
る
人
口
は
、

殆
ど
、
此
の
、
学
校
初
年
級
の
必
要
晶
た
る
菩
道
且
ハ
の
製
作
に
従
事
し
て
い
る
の
、
て
あ
る
、

　
更
ら
に
、
第
二
の
、
重
要
な
工
業
原
料
は
、
此
の
地
方
の
山
脈
の
、
豊
富
な
る
え
ジ
、
ま
つ
、
縦
、
山
毛
棒
の
森
林
が
、
見
を
探
供

し
、
是
等
木
材
が
、
豊
富
な
事
倍
に
州
漱
さ
れ
て
、
す
で
に
、
中
廿
に
於
い
て
、
　
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
（
多
一
；
一
一
・
蟹
）
の
商
人
の

企
図
に
よ
り
、
一
の
、
簡
｝
な
家
内
工
業
の
成
立
を
児
る
に
至
り
、
北
等
商
人
は
、
劣
く
、
此
の
山
脈
を
越
え
て
、
北
火
の
方
へ
通

じ
て
い
る
商
路
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
。
此
の
家
内
工
業
は
、
漸
次
、
当
初
の
、
芙
術
味
に
乏
し
い
家
具
並
び
に
皿
、
鉢
、
湯
沸
し
、

箪
笛
、
獅
、
鏡
の
枠
等
の
台
処
用
具
か
ら
、
木
製
玩
八
の
秘
、
作
へ
と
移
行
し
、
最
近
で
は
、
殆
ど
、
玩
具
の
み
に
専
念
し
て
い
る
有

様
で
あ
る
。
玩
具
工
業
の
前
市
と
も
見
る
可
き
は
、
す
で
に
、
猟
十
七
世
紀
に
、
ゾ
ン
ネ
ベ
ル
ゲ
（
○
○
ｃ
…
ｃ
一
き
長
）
が
、
北
を
形
成

し
、
此
の
都
市
は
、
現
今
、
一
万
人
以
上
の
人
□
を
持
っ
て
柵
る
。
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木
材
が
豊
宮
に
産
出
さ
れ
る
こ
と
と
並
ん
で
、
街
お
、
陶
土
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
．
オ
ー
ベ
ル
ラ
ソ
ド

（
峯
ｏ
乏
星
曾
（
）
げ
實
Ｈ
彗
｛
）
に
於
け
る
硝
子
工
業
及
び
陶
器
エ
業
の
発
達
の
主
閃
を
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
是
等
の
工
業
は
、
陶
器

製
の
、
人
形
の
頭
と
硝
子
の
、
入
形
の
目
を
作
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
や
が
て
、
共
に
、
玩
具
工
業
の
領
域
へ
も
、
進
入
す
る
に
至

り
、
加
之
、
近
年
に
入
つ
て
か
ら
は
、
玩
具
白
身
も
、
亦
、
歴
次
、
陶
稚
及
び
硝
子
か
ら
、
製
作
さ
れ
る
様
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ

る
。
荷
お
、
更
ら
に
、
次
の
一
事
を
附
言
す
る
要
が
あ
る
。
却
ち
、
弾
石
及
び
石
製
の
弾
玉
、
ク
リ
ス
マ
ス
樹
の
帖
飾
晶
の
製
作
も
、

亦
、
此
地
方
が
、
そ
の
主
産
地
で
あ
る
。
か
く
見
来
れ
ば
、
此
の
地
方
一
帯
は
、
白
然
的
に
は
、
械
め
て
恵
与
に
乏
し
い
処
で
あ
る

が
、
子
供
達
に
と
つ
て
は
、
一
の
黄
金
国
で
あ
ろ
う
。
子
供
達
の
、
揺
藍
時
代
か
ら
、
学
年
初
年
級
に
至
る
ま
で
、
此
の
地
方
の
工

業
は
、
彼
等
に
親
し
ま
れ
、
子
供
が
、
成
長
し
て
、
イ
ン
キ
を
使
用
す
る
様
に
た
つ
て
、
初
め
て
、
此
の
工
業
か
ら
、
分
れ
る
こ
と

に
な
る
、
、

　
硝
子
工
業
及
び
陶
群
工
業
の
一
部
を
除
き
、
是
等
の
工
業
部
門
は
、
何
れ
も
、
ユ
、
の
経
営
彩
態
と
し
て
は
、
家
内
工
業
に
属
し
て

居
る
。
現
今
、
尚
お
、
家
内
工
業
は
、
広
い
節
囲
に
亙
つ
て
、
一
の
理
想
と
し
て
、
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
是
は
、
一
両
に
於
い
て

は
、
手
エ
業
の
制
隈
を
、
そ
の
世
界
市
場
を
目
折
す
生
産
に
よ
つ
て
、
避
け
る
こ
と
、
他
而
に
於
い
て
は
、
彼
Ｏ
工
場
制
工
業
に
見

ろ
様
な
、
資
木
に
対
す
る
、
労
働
者
の
依
従
悶
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
凡
ン
、
、
此
の
二
点
に
、
理
巾
が
存
千
る
の
で
あ
る
。
家

内
工
業
の
生
爽
考
は
、
或
る
科
定
、
伏
然
と
し
て
、
独
一
－
状
態
を
伴
い
持
し
、
叉
家
喧
的
嗣
楽
ｏ
平
如
に
ト
人
つ
て
、
伏
護
さ
れ
、
子
供

述
○
、
｝
長
を
見
守
り
、
千
供
箏
は
、
母
と
共
に
、
牛
産
考
○
什
事
を
手
ケ
い
、
プ
．
ら
に
、
生
産
考
は
、
衆
枇
及
び
固
排
に
よ
つ
て
、

生
活
物
資
の
の
一
部
を
、
自
か
ら
作
ろ
の
で
あ
る
。
一
の
、
愛
ら
し
さ
、
滞
莞
た
宗
、
窓
際
の
石
竹
の
香
、
鳥
籠
の
カ
ナ
リ
ァ
、
全

体
の
家
族
は
、
働
き
乍
ら
、
食
卓
に
挑
く
、
混
和
穴
空
気
、
控
目
の
幸
福
、
凡
＞
、
、
是
等
は
、
家
内
工
業
の
喋
美
者
が
楴
く
一
素
描



で
あ
る
。

　
今
、
取
扱
つ
て
い
る
マ
ィ
ニ
ー
ゲ
ル
・
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ド
（
罵
・
ま
昊
胃
ｇ
・
胃
Ｈ
彗
¢
）
に
於
け
る
玩
具
工
業
も
、
亦
、
如
上
の
家

内
工
業
の
楽
し
き
雰
開
気
に
包
ま
れ
て
い
る
と
、
想
像
す
」
る
人
も
あ
ろ
う
。
然
し
、
事
実
は
、
正
に
是
に
反
し
、
前
者
は
、
決
し
て
・

気
楽
な
、
叉
は
、
人
間
に
ふ
冶
わ
し
い
生
活
を
送
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
一
般
に
、
家
内
工
業
の
癌
と
も
云
う
可
き
、

中
間
分
肢
と
し
て
の
商
人
に
依
存
し
、
是
等
の
中
間
商
人
は
、
製
品
販
売
の
為
め
に
、
製
造
業
者
と
消
費
者
と
の
中
間
に
、
割
り
込

む
の
で
あ
る
。

　
人
、
若
し
、
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ド
（
○
ヴ
邑
彗
ら
）
に
於
け
る
玩
具
家
内
工
業
の
労
働
組
織
を
知
ら
ん
と
す
る
た
ら
ば
、
先
ず
以
つ
て
、

労
働
者
が
、
玩
具
の
、
主
な
種
類
に
於
け
る
群
団
と
、
同
じ
絆
団
へ
、
分
れ
て
い
る
こ
と
に
着
眼
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
是
等
労
働

者
群
団
の
各
六
は
、
更
ら
に
、
次
の
、
二
個
の
階
級
へ
分
肢
す
る
。
抑
ち
、
完
成
者
叉
は
製
造
業
考
と
、
人
夫
頭
又
は
職
工
長
・
是

で
あ
る
。
而
し
て
、
製
造
業
考
は
、
夫
々
、
そ
の
完
成
す
る
玩
具
に
応
じ
て
、
人
形
作
り
、
洗
礼
を
受
け
る
人
彩
造
り
、
毛
皮
獣
製

造
者
等
と
呼
ば
れ
、
一
方
、
予
傭
労
働
者
、
即
ち
下
仕
事
帥
は
、
彫
刻
師
、
旋
盤
工
、
人
彩
の
胴
体
造
り
、
形
の
ム
〕
作
り
、
人
形
の

頭
作
り
等
の
条
件
が
、
夫
六
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
し
是
等
の
下
仕
事
師
は
、
劣
く
、
村
落
に
凧
住
し
、
製
造
家
自
身
は
、

ゾ
ン
、
不
ン
ベ
ル
グ
（
ｏ
○
。
、
、
、
、
。
、
一
げ
。
、
吹
）
に
往
ん
で
い
る
．
さ
て
、
一
つ
の
製
逃
業
劣
が
、
商
人
か
ら
、
一
の
注
文
を
ヅ
け
る
や
、
彼

は
、
直
ち
に
、
下
什
事
師
の
、
色
六
の
衝
類
の
も
の
を
取
り
寄
せ
ん
と
し
て
、
個
人
の
部
分
拙
を
注
文
し
、
是
等
の
部
分
品
を
、
最

後
の
什
上
げ
に
、
ま
と
め
る
の
で
あ
る
。
製
ｗ
一
し
業
者
と
芥
労
働
考
と
は
、
何
れ
も
、
独
肖
の
小
企
業
考
と
見
微
さ
れ
、
彼
堺
は
、
夫

人
、
”
！
、
の
家
族
の
内
部
に
水
、
い
て
は
、
更
ら
に
、
什
卒
を
、
妻
干
の
閉
に
分
つ
の
で
あ
る
。
か
か
る
小
企
業
者
は
、
一
個
の
人
形
を

完
成
す
る
に
も
、
夫
六
、
頭
部
、
胴
休
、
音
声
、
置
台
等
と
専
門
に
分
れ
て
、
八
種
乃
十
種
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
二
次
に
、
分
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業
は
、
製
造
家
の
家
族
間
に
行
わ
れ
、
例
之
、
父
は
台
を
組
立
て
、
頭
を
描
き
、
漆
を
塗
り
、
母
は
衣
類
を
裁
断
し
、
娘
達
は
着
物

を
縫
い
、
更
ら
に
、
着
物
を
台
憧
の
上
へ
掛
け
、
子
供
等
は
脚
に
渚
色
す
る
の
で
あ
る
二
以
上
、
略
述
し
た
様
な
分
業
に
ト
ろ
て
、

単
な
る
手
先
仕
事
に
於
い
て
も
、
亦
、
大
量
の
商
帰
が
、
短
時
間
に
、
完
成
さ
れ
得
る
こ
と
は
、
明
白
、
て
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
眼
を
転
じ
て
、
販
売
の
問
題
に
移
る
こ
製
品
の
販
売
は
、
第
十
八
世
紀
以
来
、
完
全
に
、
少
数
の
前
貸
人
た
る
商
人
の
手

中
に
帰
し
、
是
等
の
前
貸
人
は
、
そ
の
敏
活
な
働
ら
き
と
見
通
し
と
に
よ
つ
て
、
此
の
地
方
の
工
業
の
販
路
を
拡
張
し
た
こ
、
戸
し
は
、

た
し
か
で
あ
る
。
此
の
販
路
は
、
す
、
て
に
、
第
十
八
世
紀
の
前
半
に
於
い
て
、
和
蘭
及
び
英
蘭
、
瑞
典
及
び
諾
戚
、
露
酉
亜
、
壌
太

到
、
旬
牙
利
、
ジ
ー
ベ
ソ
ビ
ュ
ル
ゲ
ン
（
○
〇
一
＆
彗
暮
晶
彗
）
等
の
諾
国
へ
拡
大
し
た
の
、
て
あ
る
。

　
一
七
へ
九
年
に
マ
ィ
ニ
ン
ゲ
ル
政
府
は
、
二
十
六
の
、
特
に
挙
げ
ら
れ
た
、
ヅ
ン
ネ
ン
ベ
ル
グ
　
（
○
○
。
、
一
一
一
。
、
一
一
、
。
、
吹
）
　
の
商
会
と
、

四
個
の
、
地
方
の
商
会
の
嗣
体
に
、
絶
体
独
占
権
を
認
可
し
、
而
か
も
、
此
の
独
占
権
は
、
一
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ド
（
（
）
げ
。
、
Ｈ
、
ド
目
｛
）
に
於

い
て
完
改
さ
れ
た
商
品
の
販
売
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
香
料
、
呉
服
類
の
販
売
に
就
い
て
も
、
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
特
権
は
、
七
十
年
間
以
上
も
保
持
さ
れ
た
が
、
而
か
も
、
一
方
に
於
い
て
、
商
人
に
は
、
白
か
ら
製
造
す
る
こ
と
が
、
禁
止

さ
れ
て
い
た
が
・
漸
く
近
代
に
至
り
、
工
場
制
工
業
に
遮
す
る
商
品
が
、
彼
等
商
人
の
知
る
処
と
な
る
ヤ
、
此
の
禁
令
は
、
商
人
に

と
つ
て
、
畑
瑛
な
も
の
と
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
六
二
年
、
チ
ュ
ド
リ
六
ゲ
ン
£
姜
｝
あ
竃
）
の
諾
邦
に
対
し
て
、
産
業
白
｛
の
原
則
が
導
入
さ
れ
る
や
、
直
ち
に
、
彼
等

商
人
は
、
工
場
、
或
い
は
、
一
属
適
切
に
表
現
す
る
な
ら
ぱ
、
仕
事
場
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
仕
事
場
と
云
う
表
現
を
用

い
た
の
は
、
凡
そ
、
玩
具
工
業
に
は
、
現
今
竹
お
、
機
械
は
、
殆
ど
、
何
等
の
役
目
を
も
液
じ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
是
等
の
仕

事
場
は
、
漸
次
、
大
冊
商
品
及
び
売
行
の
よ
い
商
品
を
支
悦
し
、
小
規
模
の
家
内
労
働
者
に
は
、
最
も
困
雑
な
、
又
、
殆
ど
、
儲
け



に
な
ら
ぬ
仕
事
が
残
さ
れ
る
に
至
つ
た
Ｏ
で
あ
る
。

　
一
八
八
二
年
に
は
、
ゾ
ン
ネ
ベ
ル
グ
市
（
ｃ
Ｏ
ｏ
旨
邑
き
轟
）
に
於
い
て
、
合
計
四
百
人
乃
至
五
百
人
を
有
す
る
、
十
一
の
、
大
な
る

玩
具
商
口
帥
の
仕
事
場
、
各
人
、
五
人
乃
至
二
十
人
の
徒
弟
と
、
二
七
三
人
Ｏ
完
成
者
を
有
す
る
、
四
十
の
、
可
な
り
大
た
る
手
工
業

経
営
と
が
、
あ
つ
た
。
此
の
都
市
の
周
辺
に
伎
置
す
る
、
多
数
の
村
落
に
於
い
て
は
、
労
働
者
は
、
何
れ
も
、
自
か
ら
の
手
と
、
そ

れ
に
従
属
す
る
手
に
制
限
さ
れ
て
居
り
、
玩
具
商
晶
に
於
け
る
、
本
来
の
家
内
工
業
は
、
倫
お
依
然
と
し
て
、
二
万
人
の
人
口
を
給

養
し
た
の
で
あ
る
。
可
な
り
大
な
る
製
造
家
だ
け
が
、
彼
等
の
装
品
を
、
自
か
ら
、
市
場
へ
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
、
他
の
人
《
は
、

何
れ
も
、
彼
等
の
作
品
の
販
売
の
為
め
の
み
な
ら
ず
、
又
、
そ
の
原
料
の
買
付
注
文
に
就
い
て
も
、
更
ら
に
、
家
庭
の
必
要
品
購
入

に
於
い
て
も
、
何
れ
も
、
無
条
件
に
、
商
人
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。
是
等
商
人
が
、
た
と
い
、
法
律
上
認
め
ら
れ
た
独
占
の
特
権

な
し
で
も
、
俺
お
依
然
と
し
て
、
探
算
が
と
れ
る
こ
と
は
、
次
の
事
借
が
、
最
も
雄
弁
に
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
一
八
七
〇
年

以
来
、
成
立
し
て
来
た
、
約
二
〇
個
の
商
会
が
、
一
八
七
三
年
の
大
恐
慌
に
耐
え
得
て
、
一
八
八
二
年
に
は
、
そ
の
中
の
一
個
も
、

没
落
せ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

’

郷
土
産
業
考
察
の
一
例
（
上
）

一
七
（
二
七
七
）


